
「基礎看護技術Ⅰ」学習指導案 

広島県立広島皆実高等学校 

（教諭・山崎 恭子） 

本学習指導案のポイント（高校教育指導課指導主事 宮本 洋子 ） 

 本学習指導案では、看護過程の基礎となる考え方を理解させるだけではなく、対象者の退院後の生活を見据えた援

助を行うための基礎的な知識を習得・活用する中で、対象者を生活者として捉える態度や思考を整理する力を身に付

けることができるよう工夫された授業展開となっています。 

 単元の最後の授業として、これまでに思考、実施してきた内容を再評価し再立案させることで、対象の状態の変化に

応じて継続的に看護を行う必要性について考察し学びを深めることができるよう工夫されています。 

１ 日 時 令和７年12月16日（火）３限 

２ 場 所 看護棟３階実習室 

３ 対 象 専攻科１年生 38名  

４ 単元名 「基礎看護技術Ⅰ」急性期疾患患者の看護過程  

５ 単元の目標 
単元を通して、術後合併症のリスクや回復への経過、退院後の生活を見据えた援助を行うための基礎的な知識を習得・

活用する中で思考を整理し実践できる能力を育てる。 
６ 単元について 
（１）単元観 

本単元では、急性期（早期胃がん、胃亜全摘術後）の事例を取り上げ対象の状態を科学的な視点で観察し、情報
を総合的に把握して看護の必要性を判断し、解決すべき看護上の問題点を明確化し、行動計画を実施し、その後の
結果を評価し、必要な追加修正をする。看護の一連の過程に沿って看護上の問題を解決するために思考する実践力
を養う。 

（２）生徒観 
生徒は5年一貫看護教育の４年目である。生徒に行ったアンケートで看護過程については「看護援助を行うため

に必要なもの」という問いには10割の生徒が「そう思う」と返答しているが、「看護過程は難しい・苦手である」
という消極的な意見が８割と多数であった。しかし「積極的に身に付けたい」という意欲的な意見が10割であっ
た。このことからも、生徒は看護を行う上で看護過程の重要性は理解しているが、その複雑な思考過程から活用す
ることに困難さを感じている。看護過程における思考力の習得には意欲的で、学習にも主体的に取り組んでいるこ
とが分かる。 

（３）指導観 
指導にあたっては、急性期（早期胃がん、胃亜全摘術後）の事例を取り上げ解決すべき看護上の問題点を明確化し

看護計画を立案する。それを基に、対象に応じた援助を実施し評価する学習活動を行う。看護過程を看護援助におい
て有効に活用するためには、看護過程の基礎となる考え方を理解しておく必要がある。本単元では少人数の生徒を一
人の教員が担当して、きめ細やかな指導が行えるような指導体制を取り入れ、授業前には担当教員が丁寧にミーティ
ングを行い、看護過程の基礎となる考え方や、本時の生徒の到達目標の統一を行う。授業では生徒への必要に応じた
個別指導や理解の確認等を行い進捗状況を確認しながら指導を行う。本時では立案した看護計画の修正について取り
組み、グループで協働する活動を取り入れることで、チームで協働することの意義を感じさせながら実践力を身に付
けさせたい。 

７ 単元の評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
急性期疾患患者における看護過程

について理解するとともに、関連する
基礎的な技術を身に付けている。 

急性期疾患患者の状態について基
本的な課題を発見し、倫理観を踏ま
えて解決策を見いだし、表現してい
る。 

急性期疾患患者における看護過程
について自ら学び、対象に応じて実
際の看護を適切かつ安全に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。 

８ 単元の指導計画（全15時間） 

時
間 

学習内容 
評  価 

知・技 思・判・表 主 評価規準 

１ 
術後1日目の問題の明確化 

（２時間） 
◎   

事例患者のこれまでの生活状況を踏まえ、術後１
日目の問題を明確にし、看護の方向性を理解できる。 

２ 
術後２、３、７日目の問題の

明確化     （２時間） 
◎   

術後の合併症について理解し、術後２、３、７日目
の問題を明確にし、看護の方向性を理解できる。 

３ 
関連図・全体像 

（２時間） 
◎   

多角的に情報を分析し理解し、明確化した看護問
題に優先度をつけることができる。 

４ 看護計画    （２時間）  ◎  
看護問題解決のための目標設定と解決策となる計

画を考え、表現できる。 

５ 看護計画    （２時間）  ◎  
立案した看護計画について、実施する看護を具体

的にケアレポートやパンフレットに表現することが
できる 

別紙様式１ 



６ 
校内演習 
実技準備    （２時間） 

  ◎ 
看護過程を見直し、追加・修正に主体的に取り組

もうとしている。 

7 校内演習（実技） （２時間）   ◎ 
対象に応じた実際の看護を適切かつ安全に主体的

かつ協働的に取り組もうとしている。 

8 
急性期看護過程のまとめ 

(本時)（１時間） 
 ◎  

対象の変化に応じて継続的に看護を行うことの必
要性について思考し、多面的な視点から状況をアセ
スメントし、チームで協働して看護計画の内容を修
正することができる。 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

   事例患者に必要な看護計画の見直し（追加・修正）を根拠をもとに考え表現することができる。 

（２）観点別評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 対象の変化に応じて継続的に看護を行うことの必要性について

思考し、多面的な視点から状況をアセスメントし、チームで協働
して看護計画の内容を修正することができる。 

 

(３)準備物 ・教科書 医学書院「臨床外科各論」・実習記録マニュアル・ワークシート・赤、赤以外のボールペン  

・各グループの７日目の「退院を見据えた看護計画」（２号用紙） 

（４）ルーブリック 
Ａ（十分満足） Ｂ（おおむね満足） Ｃ（努力を要する） 

対象の変化に応じて継続的に看護を行うこ
との必要性について思考し、多面的な視点から
状況を科学的にアセスメントし、活発な意見交
換を行うことで自身の思考が深まり、看護計画
の内容を適切に修正することができる。 

対象の変化に応じて継続的に看護
を行うことの必要性について思考
し、多面的な視点から状況をアセス
メントし、チームで協働して看護計
画の内容を修正することができる。 

継続的に看護を行うこと
の必要性について思考し、状
況をアセスメントし、協働し
て看護計画の内容を修正す
ることができる。 

（５）学習の展開   

 学習活動 
指導上の留意点 

◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て 
評価規準 

（評価方法） 

導入 
８分 

１ 本時の目標
の確認をする 

２ 本時の内容
を理解する 

◇本時の目標を確認し、授業内容を伝える。 
◇他者の考えは青以外の色で記入させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
35分 
 
 

３ 動画を視聴 
  
 
 
 
 
 
４ 個人ワーク 
・事例患者の状況 
 
５ グループ協
議 

・４～５名×８グ
ループ 

・他者の意見を参
考に自身の考
えを深める。 

 
６ 全体共有 
・クラス全体で共
有する。 

◇事例動画【Ａさん入院8日目】を視聴させる。 

 

 

 

 

 

発問① 

「なぜこのような状況が起きたのか？」 

◆事例患者を多面的に捉え、様々な視点から思考するように声をかける。 

◇事例の状況をアセスメントさせる。 

◇個々の意見をグループで共有し、他者の意見を取り入れることで、自身の

思考を深めさせる。 

◆生徒の思考を順序だてて思考できるよう、整理する声掛けを行う。 

◇他者の考えは青以外の色で記入させる。 

◇必要な観察項目を追加し、問題解決策となる看護援助を具体的に考え追加

するよう促す。 

◆発言しない生徒へ声をかけたり、協議を活発化する助言を行う。 

◇異なった視点で協議したグループに発表させる。（２Ｇ～３Ｇ） 

対象の変化に
応じて継続的に
看護を行うこと
の必要性につい
て思考し、多面
的な視点から状
況を科学的にア
セスメントでき
る。 
【思考・判断・表
現】 
（ワークシー

ト） 
チームで協働

して看護計画の
内容を修正する
ことができる。 
【思考・判断・表
現】 
（グループワー
ク） 

ま と
め 
７分 

７ 本時の振り
返り 

発問② 
「対象の変化に応じて継続的に看護を行うために必要なことは？」 
・看護計画は計画の見直しをし、追加・修正をすることが重要 
◇ルーブリックを活用し、本時の到達度、今後の課題を明確化する 
◇急性期疾患患者の看護過程の最終提出に向け再度見直し、追加・修正を促
す。 

【思考・判断・表
現】 
（看護過程記
録） 

Ａさんが、ナースコールで気分不良を訴えてきた。訪室すると、心窩部あたりを押さえ苦悶表情で臥床してい
る。ベッド上には菓子パンの空袋、ゼリーの空容器、半分残った500mlのジュースのペットボトルが散乱して
いた。小胃症状による腹痛であったが、その後早期ダンピング症候群（血圧低下・動悸・めまい）が現れ、そ
の後回復している。本人は、「これまでの病院の食事を食べても大丈夫だったから大丈夫かと思った。だから、
ずっと我慢していたものを売店で買って食べた。この先ずっと、前みたいに思いっきり食べたり飲んだりでき
ないのが寂しい。」と話した。 


